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本稿は，2019年8月24日から9月8日まで行われた鹿児島県指宿市成川遺跡の第4次発掘調査の結果の速報である．新たに2基の古
墳時代の墓が検出された．それぞれの墓に，1体ずつ埋葬されていた．
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１．はじめに
鹿児島県指宿市山川成川に所在する成川遺跡は弥生時代から古墳時代にかけての埋葬遺跡である．1957年（昭和32年）

に発見され，これまでに3回の発掘調査が行われた（河口ほか，1958；田村編，1974；鹿児島県教育委員会，1983）．300
体を超える人骨に加え，鉄製の刀や剣などおびただしい数の副葬品が見つかっている．

南九州では，古墳時代の人骨の形質に地域差が指摘されている．宮崎平野部と内陸部の地域差，薩摩半島南端から南西
諸島にかけての南島的人々の存在である．この立論の根拠の一つになった薩摩半島南端の成川遺跡から出土した人骨の形
質であるが，それは発掘調査時の現場での計測や観察所見によるものである．過去の調査で300体以上も出土したにもか
かわらず，遺存状態が非常に悪いため，成川人骨の形質の再検証は不可能であった．

薩摩半島南端の古墳時代人の形質的特徴を探る上で鍵となる成川遺跡を営んだ人々の人骨の検出を目指し，2019年8月
から9月にかけて，竹中正巳らは新たに同遺跡の発掘調査を行い，古墳時代の土坑墓2基（2019–1・2号墓）を発見した．
本稿は，この第4次発掘調査の成果の速報である．

２．調査成果
第4次調査は，2019年8月24日から9月8日までの16日間行われた．6ヶ所のトレンチを設定し，3トレンチから1基（2019–1

号墓），5トレンチ（2019–2号墓）から1基の古墳時代の墓が検出された（図1・2）．2019-2号墓の発見により，墓域の範囲
が，これまで考えられたよりも東南側に広がることがわかった．

2基の墓はいずれも土坑墓で，1体ずつが埋葬されている．2019–1号墓の人骨の遺存状態は悪い．それに対し，2019-2号
墓の人骨の頭蓋のそれは，比較的よい．仰臥伸展位で埋葬されていた．

３．おわりに
今後，今回発掘調査で出土した遺物，遺構や古人骨を整理し，概要報告，発掘調査の正式報告を行っていきたい．
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図1　成川遺跡2019-1号墓（3トレンチ）

図2　成川遺跡2019-2号墓（5トレンチ）


